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平成15年度理事会開催される
平成15年6月30日東北アジア研究セ ンタ ー小会議室において平

成15年度東北アジア学術交流懇話会理事会が開催された。特に当

日は西澤潤ー会長の出席を得つつ、学外から徳田昌則理事が、また

学内理事と して山田勝芳理事長、吉田忠理事、佐藤源之理事、成澤

勝理事、平川新理事が出席して平成 14年度活動報告がなされ、そ

して平成15年度活動計画が承認された。平成15年度は以下のよう

な事業が計画さ れている。

まず、 〈企画関係〉では

【企画ー1】「国立大学法人化の動向の中での本懇話会の在り方」の検

討：

・現在平成16年4月からの予定で準備が進められている国立大学法

人化の動向に対して、本懇話会の性格と活動にどのような影嬰を与

えるかを検討し、それに対応して NPO化あるいはセンタ ーの リエ

ゾンオフィ ス構想との関わりなどを含めた新たな企画の可能性を探

る。

【企画-2】会員の要望等「アンケート調査」実行：平成15年度下期

・大学法人化に向けての当会の存在をより有効に活用すべく、前年

度計画し準備していたアンケート調査を行い、法人化の方向性が明

確になりつつある状況下において、会員の意見 • 要望を定鼠的に把

握し、今後の本会の発展につながる方策の策定や的確なサービスに

反映させる。

【企画—3】モンゴルにおける海外拠点準備と提供情報の拡充：平成
15年度下期

・法人化段階でのモンゴル科学技術大学等との協力による海外拠点

設置の構想準備に人り、 モンゴルの新聞情報の翻訳などによる会員

に対する提供情報の拡充を区lる。

【企画4】東北アジアの最新情報の提供と調査活動

・中国・韓国・ロシア ・モンゴルで トピック的な話題について会員

からメールなどで情報をよせてもらい、それについてインターネッ

トから情報収梨を行うとともに、現地の協力研究者に実地調査など

の裏付け調査を して確認し、会員に知らせる。また、将来的海外拠

点の設立に備えて、中国 ・韓国についても調査活動を行う。

【企画ー5】東北アジアアラカルトの発行

・シベ リア通信をまとめて、 「東北アジアア ラカル l、Jに集約し、

年度内に発行する。

【企画ー6】その他

・各界に活躍す

る講師を招いて

時事購演を行う 。

また、 〈総務関

係〉では

【総務ー1】会員数増加活動：

・幅広い各種団体関係者の会員増は、ダイナ ミック な本会活動の前

提条件であり、新会員の掘り起こしを実行する。

［総務-2]刊行物配布、行事 ：

・［企画2】のアンケ ートにて実態を調査し、意見を集約して次年

度の刊行物配布、行事の実行に反映させる。

さらに《広報関係》では

【広報ー1】広報誌の継続発行

・定期 「うしとらJ;第 17/18/19/20号を発行

・不定期 「シベ リア通信」（含付録 「新技術開発記事ダイ ジェス ト」、

rトピック」） ；会員の要望に応え、極力毎月発行が出来るように努

力する。

・会員からの情報発信のスペースを広げていく 。

［広報-2】HPの充実拡大化：

. rぅしとら」、「新技術開発記事ダイジェス ト」などの内容も、会

員特権を損なわない範囲内を前提に、ネッ トワーク技術専門家のサ

ポートを受けつつHP公開を図る。

［広報ー3】「新技術開発記事ダイジェストjの利用価値増大活動：

．既報 「ダイジェスト jの項目を分類再編集して HP等に公開する

と共に、技術内容を充分吟味 した上で、より詳しい技術内容を調査

し小冊子に線める事などを検討する。

【広報-4】諸方面での関連其会等に積極的に参加し、取材活動を展

開し、 会員のニーズに合わせた情報収巣を進める。

そして 〈会計関係〉では

［会計ー1】会員年会費払込みの効率化：

・会員の年会費納入は、従来通りの銀行振込に加え、新たに“郵便

振替”も採用した事により、年間を通じての散発状態がかなり回避

された。しばらくは並行して実施する。

以上、着実な執行が望まれる。
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1国際開発協力活動に関する幾つかの
新しい動きについて

1. はじめに

然る案件で民間企業との共同研究に 多忙な日々を送ってい

る。研究自体は順調に推移しており、そう遠くない時期に研

究の大要が姿、形となって多くの人の目に触れることになる

筈である。実証実験が始まる時期を待って公表 したいと考え

ており、今少 しご猶予をお願いしたい。そこで本稿では当研

究部門のもう 一つの課題である国際間の開発協力 を進める上

で有益な、関連する援助機関の最新の動きについて紹介する。

2.大学「組織」による国際協力への期待とそのための制度改革

去る 6月9日と 10日の両日、 東京と京都の 2ヶ所で世界銀行

(WB) と文部科学省の共催による国際開発協力に関するセミ

ナーが開催され、東京会場でのセミナーを聴講した。

WBは国連と連携し世界の貧困に苦 しむ人口の半減を目指す

など、途上固支援に結びつく諸活動をこれまでも NGOやコミ

ュニティ組織に依存して来た。セミナーでは 欧米先進諸国

に於いて大学が政府機関や企業と連携、 WBプログラムに沿っ

てビジネスと してコンサルティング事業を受注 し積極的に国

際協力活動を展開している事例が報

告された。この種の経験に乏しい日

本の大学に向けてとして、 “WBと大

学の連携のあり 方について'’、“連携

はどこで発生し得るか'’、‘‘日本． w
B共同大学院奨学金制度”等につい

て詳細な説明があり、 WB東京事務

所からも“コンサルタン トビジネス

機会・各種案件” や“大学との契約

例 '、“コン サルタントとしての活動

希望者に対する登録制度'’について

紹介があった。

これに対し文部科学省「国際開発

協カサポー ト・センター」プロジェ

ク トについて起案者の政策研究大学

!!!!!!天戻ガス発見雌
フフホト市
包ii市
内そンゴル自治区

院大学教授より、‘‘独立行政法人化し た後、法人格を持つ大学

が組織として国際開発協力活動を推進出来るよう 制度改革す

るもので、大学教官の国際協力が個人レベルでの奉仕活動に

制約されていた非合理性か らの脱却を狙いとする”との趣旨

説明があった。後日手交された資料には、‘‘同サポート・セン

ターとして、国内大学「組織」による国際開発協カプロジェ

クトの受託促進を推進するために、大学やコンサル企業等の

連携機関、援助機関に対して各種サポート活動を積極的に行

う＂と同時に、“それらサポー ト活動を通じて「国際開発協力

サポー ト・セ ンター」にノウハウ及び関連資料が蓄梢される

ことを協力条件 とする＂としていて、自ら汗して共に学ぼう

とする姿勢が強く感じられた。

3. 国際開発協力に関する提案募集

さらに 6 月 20 日には国際協力銀行 (JBIC) で提案型 • 発掘

型案件調査に係る説明会が実施された。国際開発協力に関し

将来の融資案件に繋がる有効な知見情報の蓄積を図る提案型、

および調査後比較的速やかに相手国政府の嬰請に韮づきプロ

ジェク トが始動する可能性のある発掘型のそれぞれについて

広く提案を募るというのが趣旨であった。セミナー会場は、

地方自治体及び外郭団体、企業、民間団体、 NGO、大学等、

全国各地から多数の参加者で溢れ、 40分の説明に 80分に亘っ

東北アジア研究センター教授 汎t逍t 2 

て質疑応答が行われるなど熱気が充ちていた。

採択案件は昨年度実績で提案型6件、発掘型9件であったと

いう 。6月中に関心表明書を、 7月末までにプレプロポーザル

を提出すれば内部審査が行われ、プロポーザル提出・内容審

査へと進み、採択されれば現地 ミッション派遣、相手国政府

との交渉、契約締結等提案者と共同で、あるいは銀行単独で

でも一連の作業を実施する予定との事であった。

募躾するテーマは①貧困地域への対応の強化、 ②経済成長

に向けた基盤整備、③環境改善 ・公害防止への支援、④地球

環境問題への対応、⑤人材育成の支援、⑥開発途上国の IT化

への支援、および⑦地方開発への支援という JBICのスキーム

に沿ったものに限定されるが、提案課題の多くはそれらの内

のいずれかに該当する筈との事でとくに限定することを優先

させたものではないとする補足説明が行われ、銀行側の低姿

勢が強調さ れた。

4. 「国際開発協カサポート・センター」を訪問して

箪者の手許には現在、中国科学院のK教授より、“内モンゴ

ル自治区で中国最大級の天然ガス田

が発見され、その一部を利用して石

｀ 
距：＇，．．疇

炭をガス 化 し化工用原料ガスを製造

することを目的として研究を実施中

である、実験室的研究に引き続き、

究極的には休止中の小規模高炉を改

造してパイロッ トプラン トテストを

実施したい＂と して技術指導を要請

する依頼が来ている。包頭市行政府

との間で資金拠出や役割分担につい

て契約が成立し、国家ハイ テク技術

発展計画にも採択された軍要研究で

あるという 。石炭のガス 化について

は世界的に異なる 2つの方式が技術

的に既に確立されているが、実用化

には膨大な投資を必要とする 。K教授の提案には問題点も散

見されるが、地域に見合う技術として成功すれば内陸部の西

部大開発計画地域にあたるだけに、年々縮小傾向にある中国

向け ODA案件としても成立する余地が残されるのではないか

と予見される。懸案は調査団派遣賀の調達である。

そこで折角の機会でもあり上述の 「国際開発協カサ ポー

ト・センター」を訪れ相談 したところ、要所を抑えた質問の

後、この種の処理に詳しいシンクタンクを紹介され、出来る

だけ早期にナショプロ研究、あるいはJBICプログラムに対し

既に法人格を保有する同サポー ト・センターが連名で応募し

ようとの具体策が示された。大学内での体制構築についても

質問があったが、事前に協力を依頼しで快諾を得て入手 して

いた工学部M教授の専門と外部公的活動履歴を示し了解を得

ることが出来た。

5. おわりに

WBやJBICのプログラムヘの参画は、 研究をより深化させ、

成果を実践する上で、あるいは実地研修を通 じて学生教育を

充実させ、有為の人材育成を図る上で東北アジア研究センタ

ーの活動を活性化 させる効果を齋し得るのではないだろうか。

「国際開発協カサポート ・センター」プロジェクトヘのアプロ

ーチと併せて検討される ことをお勧めしたい。
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SARS流行下の中国メディア

4月下旬、中国当局が「非典（非典型性肺炎）」こと SARS蔓

延の深刻な状況を公式に認め、首都北京を中心に社会の雰囲気

は一変した。「非典」を押さえ込むべく、専門隔離病棟の建設な

ど様々な措置が採られたが、そこで大きな役割を担ったのがテ

レビを中心としたマスメディアである。中国のメディアはかな

り開放されてきているとはいえ、依然として党・政府の宣伝媒

体としての役割を担っている。すでに 3月頃から惑染予防を呼

びかける公共広告が流されていたが、 4月下旬からはその種類

も放送厠数も一気に増大した。 北京テレビの総合チャンネルで

は特別な番組編成が採られ、北京及び全国の非典惑染者数など

の情報を逐次報道するほか、専門家による様々な分析や対処法

などが連日放送された。面白いのは、これに伴いコマーシャル

も消毒薬や除菌石鹸のような衛生関連商品の公告が大幅に増え、

また隔離地区はもとより、人々の外出が減少したことを受けた

「実用的」呪術のすすめ
最近ロシアの書店に入ると目につくのが、「呪術師」、「まじな

い治療師」などを自称する者の著書である。彼らは病気治療の

ための呪術的な「知識」を紙上で読者に伝授する 。このような

本を見ていると、だいたい次のような二段論法があることがわ

かる。①物価が上がって我々の生活は苦しくなりました→②だ

から病気になっても病院には行けないし、薬を買うお金もあり

ません→③だから祖先から伝えられてきた呪文を唱えて病気を

治しましょう。呪文ならタダです！ そして、呪術で病気が治

ったという実例が語ら れ、呪術の有効性が「証明」される。病

気治療法の他にも、「夫が飲まないようにする呪文」、「麻薬中毒

を治す呪文」、「夫が妻を殴らないようにする呪文」、 「隣人にか

けられた呪いを祓う呪文」などの情報を満載した本が「実用書」

として売られ、人気を博している 。こういう現象は民間信仰を

調雀している筆者にとっては実に興味深いが、同時に苦しいロ

シアの社会状況が垣間見えて少し胸が痛くなる。「実用書」の著

者によると 、不幸の存在そのものが呪いの実在する証拠である 。

実際現在のロシアでは、呪われているとしか思えないほど苦し

い生活をしている人が多数いるのであろう 。

周知の通りソ連時代、この国では共産主義者たちによって無

神論プロパガンダがさかんに行われた。宗教も迷侶も撲滅の対

象であ った。上記のような「実用書」が出版できるようにな っ

東北アジアニューズレター

即席麺のような保存食関連の公告や、外部との情報交換手段と

してのインターネット関連公告な ども散見されたことである 。

非典を契機に社会各層に入り 込んで民衆の声を拾い検証を行う

中国メディアの動静は胡錦清新指導部の新たな政治姿勢とも一

時目されたが、むしろ風評による社会の動揺を抑えると共に、

WHOによる非典感染地域指定の早期解除に向けて官民一体の取

り組みをアピールし、これを奇貨として北京五輪開催に回けた

社会衛生面の改善向上を図ろうとする当局の意図が見え隠れす

る。そうしたこともあってか、非典が鎮静に向かい、メディア

の報道態勢も正常化に向かうにつれ、公共公告等も非典と闘争

する共産党を称え、また「病原菌拡散」を理由に路上で痰を吐

く事を禁止するなど非典を教訓とした公共マナー向上を呼びか

けるものへと変化してきている。

たのは、ペレストロイカ

により、 1991年に出版の

自由が保証されて以来の

ことである 。ところが驚

くべきことに「実用書」

の著者には元共産党信奉

者さえ見られる。彼らは

ソ連時代と 180度逆転し

て、こう呼ぶ。「無神論

を克服し、 真の呪術信仰

へ到達するのだ！ 」。 彼

らが体制崩壊に伴って直

面したアイデンティテ

ィ・クライシスをどのよ

うに乗り越え、現在の信

仰に至っ たのか、興味は

尽きない。

（藤原潤子）
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「呪術と占いについての 1000の教えjより。
「多くの家庭が〈不和の呪い〉に苦しめられ
ています。そう いう時はフライパンに香を
焚き、それを持って家の周り歩きながら唱
えましょう。「夜が月と共にあり、星が星＜
ずと共にあるように 、私も家族と共に いら
れますように。 • • •香よ、調和を与えた まえ、
平和と宝を。アーメン」。

‘大韓民国 変化の波'〈P世代の登場〉
最近、大韓民国はワールドカップ、蝋燭デモ、大統領選挙を

通じて社会全体が新しい変化の波に覆われている 。特にこのよ

うな過程で最も顕著に現れた特徴は‘若い世代の躍動的な動き '

である 。2003年、このような若い世代の意識を深層分析した調

査報告書が発表された。第一企画から‘‘大韓民国変化の台風一

若い彼ら”と いう 名前で発表された調査報告書ではこ れらを <P

世代＞と呼んでいる。 <P世代＞の年齢は普通17歳～39歳であり、

ワールドカップと大統領選挙、蝋燭デモなどを経て現れた世代

である 。 これらは社会全般にわたる積極的な参加の中で

(Participation)、熱情 (Passion)、力 (PotentialPower) を甚盤

とした社会パラダイムに変化を引き起こす世代 (Paradigm-

shifter) という特徴を持っている。

P世代は政治的民主化、梢報化、経済的な豊かさを碁盤と し

て成長した若い世代で、 P世代の 80％が「私こそが社会を変え

られる」という価値観を持っている 。権威と固定観念を拒否し

つつ新鮮さと変化を追及し、互いに情報を共有し団結する傾向

が強いのが特徴である 。正直な意志表現そ して個性と多様性を

尊重し、多様な経験と体験を好んでいる 。これらの挑戦的な価

値観と 自発的に参加する精神はインターネットを通した意見の

共有と直接的な表現で表されている。

（文：金銃哲［大教センターげ任講師］、

訳：平香織［国際文化研究科生］）
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SARSのモンゴル名
SARSの感染は中国をはじめ多くの国に及んだが、モンゴル国

では 9人の患者を出した。いずれも中国から帰国した人々だっ

たが、幸い死者はなく、この 9人も全快している。ところでこ

の病気、日本では重症急性呼吸器症候群と訳されているが、い

かにもわかりにくく、むしろ「サーズ」で通っているようであ

る。モンゴル国では、これを「ア ミス ガリン（呼吸の）・ツォチ

モグ（急な）・ハルタイ （危険な）・ハムシンジ（症候群）」と翻

訳した。勿論SevereAcute Respirato1-y Syndromeの忠実な訳で

あるが、日本名と同様、なんとも判りにくく、ちまたではSARS
で通っている。一方内モンゴルでは、中国語の「非典型性肺炎」

を訳した「ニートレグ（典型） ・ボス（非）・ウレヴセル（肺炎）」

を使っているが、やはり 一般にはSARSのようである 。同じモ

ンゴル語とはいえ、モンゴル国と内モンゴルではこういった専

門用語にかなりの違いがある。それは、モンゴル国ではロシア

語や英語から、内モンゴルでは漢語から、それぞれ翻訳される

からである。こういった学術用語の統ーは、 二つの国に分かれ

て住むモンゴルのような民族にはけ っこう困難であるらしい。
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SARSを報道するモンゴルの新聞記事

8肌圃便り
nihonkan-dayori 

アカデムゴロドクで日本館の開所式が行われたのが5

年前の 5月28日。無機研ではこれを記念して、日本餡の

発起人でもいらっしゃる西澤潤ー教授と F.Aクズネツォ

フ教授からいただいたメッセージなどで構成された壁新

聞が張り出されました。今回は日本館便りとしてこれら

をご紹介いたします。なお、西澤教授からいただいた文

章は英語から露語に翻訳されたものから更に H本語訳し

たものとなりますがご了承ください。

（徳川由佳子）

ロシア科学アカデミー外国人会員、ロシア科学アカデミ

ーシベリア支部無機化学研究所名誉博士、東北大学第17

代目総長 西澤潤ー教授

時の流れは速いものである。 ・ 

在ノボシビルスク東北大学東

北ア ジア研究センタ ー連絡事
l 

務所は 5年前にその活動を始

めた。20年以上前、 F.A.クズ

ネツォフ教授は我々に、東北

大学の我が研究所とロシア科

学アカデミーシベ リア支部無

機化学研究所の交流の著しい

強化を促進することとなる門

戸を開放した。それ以来、毎

年のように私をノボシビルス

クで開催される何かしら興味

深い会議に招待した。遂にこ

れらの交流がもととなり東北大学東北アジア研究センタ

一連絡事務所が開設されることとなった。我々の国は隣

接しており両国民の血には共通性があるということは疑

いのないことだが、我々の間には長期にわたり巨大で強

固な鉄のカーテンが存在していた。そしてとうとうその

カーテンが崩壊したのだ。この 5年間、決して早くはな

いが絶え間ない進歩が我々と共にあった。残念ながら達

成された成果はあるべきほどではない。

シベ リア、それは人類の未来に不可欠な、膨大な資源

の国である。それは高い知的ポテンシャルを備えた国で

もある。資源と両国のポテンシャルの効率的な利用を可

能にするため、我ら日本人はシベリアの民と密接に協力

していかなければならない、すなわち同系民族のように

振る舞わなければならないということを私は信じている。

日本館がこの助けになることを私は期待してやまない。
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無機化学研究所所長 アカデミー正会員 F.A．クズネツォ

フ教授

70年代中旬、連命が私を 、若いが既に物理材料学で

有名であった西澤潤ー教授と引き合わせた。それ以降、

我々は長期にわたって関係を保ってきた。西澤教授はア

カデムゴロドクを頻繁に訪れ、無機化学研究所の研究員

たちは仙台にある彼の研究所で働いた。我々を団結させ

ていたのは学術だけでなく、人々の気質や人生への取り

組み方に多くの共通点を持ち、地球椴の同じ領域に位置

する両国には密接な関係が必要であるという共通の認識

だった。我々は我々に可能な

方法で関係を拡大させようと

試みた 。戦時中に発生した

様々な矛盾の錯綜が長い間こ

れを邪脱した。

90年代初旬、非常に望ましい

状況が起こった。東北大学の総

長であった西澤教授がコプチュ

グ（アカデミー正会員）と多岐

にわたる協力関係に関する協定

を締結したのだ。彼が総長の任

期を終えた後、彼の夢は叶った。

東北大学に新しい研究所、すな

わち東北アジアliJf究センター

（最初の構想はシベリアを中心とした）が創設されたのだ。

一方、ノボシビルスクにはこの研究所の連絡事務所 (H本

館）が開設された。連絡事務所開設についての合意書には

N.L.ドブレツォフ（アカデミー正会員）が調印した。

決して大きくないこの組織がロシア科学アカデミーシ

ベリア支部と東北大学およびその他、多岐方面の日本組

織との関係を著しく拡大させた。

私はこれが始まりにすぎないということを｛言じたい。

無機研内に掲示された壁新聞
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ロシア科学アカデミー・シベリア支部モンゴル学・
仏教学・チベット学研究所

ロシア科学ア カデ ミー ・シベ リア支部モン ゴル学 ・仏

教学 ・チベッ ト学研究所の歴史は 1922年7月1日のブリヤ

ー ト科学委員会 (theBu1-yat Scientific Committee)の創設

に遡る 。それは、 1923年に設置されたブ リヤート ・モン

ゴル ・ソビエ ト社会主義自治共和国最初の学術機関であ

った。委員会の設置はバザル ・バラディン (1878-1937)、

ツィ ベーン ・ジャムツ ァラ ノ (1881-1942)、ゴムボジャ

ヴ ・ツィビコフ (1873-1930) などの著名な人々の名に

関わって いる 。1929年、これを碁礎として、共利国の中

心的学術研究機関であるブリヤート ・モンゴル国立文化

研究所が生み出された。以来その研究の発展と拡大に伴

って、研究所は数回にわたり名称を変更 した。すなわち、

国立言語 ・文学 ・歴史研究所 (GIYALI、1936年）、ブリ

ヤー ト・ モンゴル文化・ 経済研究所 (BMNIIKE、1944年）、

ブ リヤ ー ト・モ ンゴル文化研究所 (BMNIIK、1949年）

研究所の建物

である。

研究所の発

展の次の段階

は、 1958年、

ソ連邦科学 ア
ー，・、

カプ、、一・、ノ

ベ リア支部ブ

リヤ ー ト複合

科 学研究所

(BKNII)が設

置されたこと

によ っ て始まった 。 その年、 物理・化学 ・経済学 • 生物

学などの部門が新たに開設さ れた。1966年、 BKNIIはソ

連邦科学アカ デミー ・シベ リア支部ブ リヤ ー ト科学セン

ターに改組され、ブリヤー 1、社会科学研究所 (BION,SO 

AN SSSR) とブリヤ ー ト自然科学研究所 (BIEN,SO AN 

SSSR) に分かれた。この変更は、シベリアに現代的な科

学 ・経済的基礎を生み出そう とするソ連政府の政策と結

びついていた。この目的のために、既に 1957年にソ連邦

科学ア カデ ミー ・シベ リア支部が設立されていた。そし

て1997年、ロシア科学アカデミー ・シベリア支部ブ リヤ

ート社会科学研究所は、ロシア科学アカデミー ・シベ リ

ア支部モンゴル学 ・仏教学 ・チベット 学研究所 (IMBT

SORAN)と名称を変更したのである。

この新しい研究所の名前は、今日の我が研究所の研究

者達の基本的研究動向を示 してい る。研究所のスタ ッフ

は、ブリヤー ト及び近隣の地域の歴史、中央アジアの諸

民族の民族的 ・文化的起源及び民族史の研究、これらの

地域に住む人々の社会的 ・経済的・政治的発展の規則や

傾向の研究、ロシア ・モンゴル・中国のモンゴル系住民

のイデオロギー ・社会思想 ・文化・ 言語及び芸術の比較

史的研究、中央アジア諸民族の民族的・宗教的伝統（仏

教 ・シャマニズム、伝統的信仰）の進歩と変容に関する

研究、東及び中央アジア諸民族の伝統文化におけ る仏教

との接触及びその影響に関する研究を行って いる 。言語

学者達は大規模な 『ブリヤー ト語辞典』、［ロシア語 ・ブ

客員教授 Ts.P.ワンチコワ（岡 洋樹訳）

リヤート語辞典』、『ブ リヤート語方言辞典』の編集を終

えつつある 。また彼等はブリヤート語文法の執筆 も行っ

ている 。また研究者達は、ブ リヤ ー ト民族の民族的・文

化的復興の現代的プロセスや、共和国とロシア連邦指導

部との関係に関わる問題、ブリヤート共和国の現代の社

会構造に関する研究、ブ リヤート の社会的及び政治的変

化に関する研究などにとりくんでいる。

研究所は6部門 ・1分野及び情報マーケティング ・グル

ープから成る 。研究部門は 、中央アジア歴史文化部門

(B.R．ゾリク トェフ教授）、歴史学・民族学 ・社会学部門

(Yu.B．ランダロフ教授）、文献史料部門 (Ts.P.ワンチコ

ワ教授）、 言語学部門 (L.D．バ ドマエワ博士）、文学 ・民俗

学部門 (B.D.バイ ェル トェフ教授）、哲学 ・宗教学部門

(S.Yu．レペホ フ教授）及び文化芸術研究分野 (T.D.スクリ

ンニコワ教授）である 。研究所長はロシア科学ア カデミ

ー準会員 B.V．バザロフ教授である。

研究所のスタッフは約 150名で、内90名が研究スタッ

フである 。 これには 23名の教授（博士）と 60名の Ph.D

学位保持者が含まれている 。研究所では、大学院教育課

程を通じて職員のトレーニングを行う長い伝統を有して

いる。現在約50名の大学院生が在籍している。

研究所はロシアのみならず世界でも 最大級のチベッ ト

文 ・モンゴル文版本 ・写本及び歴史文書のコレ クシ ョン

を有しているが、これらは研究所の東洋図書館とアーカ

イヴに保管さ れ、 文献史料部門が管理 している。

研究所は、毎年様々なモノグラフやテーマ別の論文菓

を刊行している。 一例 を紹介すると 、『ブ リヤート 歴史 ・

文化アトラス』 (2001年）、ノヴォシビルスクで刊行され

ているフォークロアの一大シ リーズである 『シベ リア・

ロシア極東フォークロア・ モニ ュメン ト』のいくつかの

巻、チベッ ト・モンゴル専門文献の研究シリーズ及びそ

のロシア語訳などが挙げられる 。また毎年様々な規模で

の学術会艤が研

究所によ って開

催 されている。

考古学者や民

俗学 ・民族誌・

言語学及び考古

調査団によるフ

ィールド調査が

毎年実施されて

いる。

研究所はブリ

ヤートにおける

全ての人文研究
研究所図書館

をコーディネートし、ブリヤートの他の大学とも緊密に

協力している 。研究所の研究者は、積極的に共和国の高

等教育機関で教育や講演に関わり 、いくつかの講座 も持

っている 。 また研究所は、モンゴル国・中国（内モンゴ

ル） ・日本 ・ドイ ツ ・イ ギ リス ・ハ ンガ リーなどの大

学 ・研究機関及び研究者と緊密な関係を維持 している。

-5-



東北アジアニューズレター

RR06が励00000
2003年5月9日、共同研究「北アジアの現境・文化 ・歴史に閑する総合的研究」 の

第七回研究会が「宇宙からみたモンゴル ：地域研究を目 的とする リモー トセ ンシング

の応用」 と題して開催された。今回の研究会は、モンゴル研究におけるリモートセン

シング技術利用の可能性について、現在進行中の研究の具体的事例とその成果を文系

を含めたメンバーで共有することを目的としている。当 日の報告内容は以下の通り 。

●講演 ：①田村正行（独立行政法人国立J閑境研究所教授・センター客員教授）「衛星

画像による東アジアの閑境変化の観測—内モンゴル草原での地上観測、高分解能

画像と広域画像による解析」／②ポーナー ・ウルフガング ・マーティン（イリ ノイ

州立大学シカゴ校教授 ・センタ ー客員教授）「Utilizationof Polarimetric 
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去る 4月7日、毎年恒例のセ ンター共同研究発表会が開催された。こ の発表会は、

センタ ーのスタッフが一堂に会して、センター内で巡行中の共同研究の進行状況や成

果の報告を行い、これを共有することを目的としている。本年度は、プロジェクトの

慨嬰報告だけでなく、プロジェク トに参加し た研究者個々の具体的な研究報告も加え

られ、会としての充実が図られた。各発表の題目は以下の通り 。

●報告 I（中間報告〉 ：①上野稔弘「図(1'’1江沿流居民生活誌の通時的共時的研究」／

②成澤勝「現代韓国及び周辺同胞社会に見る伝統構造 ・社会動態と民族自我」／③

山田勝芳「ノア ・データの利用による東北アジアの現境変動解析とデータペース作

成に関する学際的研究」／④菊地永佑「西シベリア塩性湖チャーニー湖沼群の環境

と生物群集に関する研究J／⑤瀬川昌久「洵南島の地方文化に関する文化人類学的

研究」／⑥山田勝芳「東北ア ジア世界の形成と地域構造」／⑦磯部彰「東ア ジア出

版文化の研究J／⑧平川新「前近代における日露交流貨料の研究」／⑨谷口宏充

SAR(Synthetic Aperture Radar) Intelieromet1y for 3-DIM Forest lmaging.J 

●研究報告： ①佐藤源之 「地域研究に利用できる リモー トセ ンシング技術の概痰」／

②ダムディ ンスレン ・アマルサイハン（モンゴル科学ア カデミー研究員 ・センタ ー

客只 研究員） 「Therole of high resolution satellite images for sustainable 

urbandevelopment in Mongolia.」／③風間聡（東北大学大学院環境科学研究科助教

授）「東北地方の日積雪変化分布」／④エ膝純一 「モンゴル画像データベース」／

⑤小池 崇文、佐膝源之「航空機SAR（合成r}t1ロレーダ）による森林植生分類」

（岡 洋樹）

「中国東北部白頭山の 10世紀巨大哨火とその歴史的効果」／⑩岡洋樹 「北ア ジアの

現境 ・文化 ・歴史に1具lする総合的研究」 〈最終報告〉 ：①宮本和明 「東北ア ジア

における計屈地域研究のための基盤整備」／②高倉浩樹「ポスト社会主義圏におけ

る民族 ・地域社会の構造変動に関する人類的研究」

●報告 II:①谷口宏充 「火山爆発に伴う地表現象に対する新研究手法の開発と適

用」／②岡洋樹「モンゴル国における歴史的碁陪社会構成に関する調査」／③柳田

咲二 「東北アジアにおける民族の跨境生態史の研究J／④鹿瑛、佐藤源之「ウラン

パートル市における地下水計測」／⑤岡洋樹「科9Jf竹プロジェク トくモンゴル草豚

のJ刃境変動と遊牧生産の関係に関する研究＞について」／⑥成澤勝「古ツングース

生産文化に関する 自然科学的再検証」

（岡洋樹）
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本センターでは、現在既に 11件の共同研究が進められているが、今年度はあらたに

1件が立ち上げられるほか、 2件が期間延長となった。新しい共同研究は、「モンゴル

語資料の文献学的研究」（平成 15-17年）で、代表は栗林均教授。これは、 モンゴル

文字 ・バスパ文字・海字 ・アラビア文字 ・トド文字 ・ソヨンボ文字 ・満州文字・キリ

ル文字など、多種の文字で残されているモンゴル文史料の所在を調査するもので、 テ

キストの祖子化・和訳 ・注釈も視野に収めている。期間延長が認められたのは、「前

近代における 日霧交流資料の研究」（平成 16年度まで）で、代表は日本史の平川新教

授。このプロジェクトは、 H本側記録だけでなく、ロシア側研究者の協力を得て、現

地臼料の収躾を意欲的に進めている。延長期間で史料梨刊行を目指す。「東北ア ジア

における計屈地域研究のための碁盤整備」（平成 16年6月まで）は、宮本fn明教授が

代表。地域研究における地理梢報や衛星画像の有用性は議論を またないところである

が、本研究では、人文社会科学分野で応用可能な GISや衛星情報の変換に1関わる方法

論の開発を目指すc その他進行中の共同研究は以下の通り。

忍最近l7Jセソター出版梱よリ 応
成澤勝編 「【鄭永振著l古ツングース諸族墳墓の比較研究」東北アジア研究叢書第

11号 2003年

本杏は、東北大学東北アジア研究センター共同研究プロジェク ト 「古ツングースの

生産文化に関する自然科学的再検証」（研究代表者 ：成澤勝）の研究成果の一部である。

鄭永振教授は同共同研究プロジェクトを進めるべく

2002年に客員教授として本研究センタ ーに招かれ、

考古学の立場からそれま で研究を重ねてきた渤海お

よび隣接時代の墳墓形態の方面の知見を以て大きく

貢献した。本件共同研究プロジェクトにおける最も

中核となるテーマは ツングースとは何か、kuiiiJな

る民族であったのがそして＇広汎に散居してきた

同系諸族はどのように/Jl/わりを持っているのか＇と

いうことであった。北東ユーラシア中世の各時代に

ツングース系諸族は存在し た。史也等によって名称

および僅かの生活相が古くから確認さ れているもの

の、その輪郭は見えてこない。また、それぞれの系

統関係についても実に漢然と語られてきているだけ

である。そう した状況下で、この時期のいわゆる古

ツングースの文化的な一定の位相を解明 し、さらに

系統関係を説明しよ うとしたのが本書である。

（成澤勝1

粟林均編 「「華夷訳語」（甲種本）モンゴル語全単

語・語尾索引J東北アジア研究叢書第10号 2003年

1368年、モンゴル族の支配する元朝に代わって中

原にflJ]朝が建国されたが、 漢北においてはモンゴル

族の国家が依然として勢力を保っていた。明朝では

淡北のモンゴル族と交渉 し、 また支配下に入ったモ

ンゴル族と述絡を取るために、官吏がモンゴル語を
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「中国東北部白頭山の 10世紀巨大哨火と その歴史効采」 （代表：谷口宏充教授）

「北アジアの環埃 ・文化・ 歴史に関する総合的研究」 （代表 ：岡洋樹助教授）

「西シペリア塩性湖チャニー湖沼群の現境と生物群秘に関する研究」

（代表 ：菊地永祐教授）

「ノア ・データの利用による東北アジアのJ閑境変動解析とデータベース作成に

関する学際的研究」 （代表 ：山田勝芳教授）

「図『l江沿流域居民生活誌の通時的共時的研究」 （代表 ：上野稔弘助教授）

「現代韓国及び周辺同胞社会に見る伝統構造・社会動態と民族自我」

「海南島の地方文化に関する文化人類学的研究」

「東北ア ジア世界の形成と地域構造」

「東アジア出版文化の研究」

（代表：成澤II房教授）

（代表：瀬川昌久教授）

（代表 ：山田勝芳教授）

（代表 ：磯部彰教授）

（岡 洋樹）

学習する必要が生じた。 「華夷訳語」は｀このような状況の下でl!Jl朝の官吏がモン ゴル

語を学習するために編緩された語梨躾と1列文梨である。語邸の部には、天文、地理、

花木、烏獣、等々 17の部門に分類された 844項目の単語が北められ、例文の部には中

央から発せられた5件の詔勅と中央に寄せられた 7件の上奏文が収め られている。モ

ンゴル語はすべて漢字で表記され、その傍らに漢話の逐語訳が付されているのが特徴

である。

本杏は、「華夷訳語」のテキスト影印と対照させて、モンゴル語のローマ字転写を掲

げ、それをもとに全単語と語尾の索引を合わせて一杏となしたものである。

（栗林均1

磯部彰編 「東北大学所蔵豊後佐伯藩 「以呂波分書目」の研究J東北アジア研究セ ン

ター叢書第9号 2003年

東アジア文化を研究する上で、中国の宋代に始まる木版技術による印刷物は最も大

切な臼料であ り、日本国内には各地に所蔵される。中でも、江戸稀府の文庫は、他に

追随を許さず、今はや りの言槃で言えば、 世界逍産と言える。その根幹を なすのは、

実は徳川将軍家の蒐集した紅猿山文廊よりも、今の大分県の佐伯市に封を受けた小大

名毛利氏の佐伯文庫本であった。江戸後期、第判府へ半数が献上されて、ほぼ保存され、

我々の研究に稗益するところ多大である。しかし、国もとに残った半数の（左（白藩の蔵

iは、 明治になると多くが散f失し、献納後の佐伯文廊の状況を知る手懸りは乏しいも

のがあった。ところが、佐伯藩による甜府献杏後、国もとに残った藩廊所蔵本の杏目

「以呂波分書目」が東北大学附屈図杏館の狩野文廊に

収められ、しかも原本であることに気づいた。この

杏目を見れば、維新後散f失した佐伯藩の蔵杏内容が

わかるとともに、甜府が注目した佐伯文廊の性格な

ども想定し得る。

今回、本センターの共同研究であり、同時に文部

科学省の特定領域研究である「東アジア出版文化の

研究」の成果の一つとして、佐伯文廊の 「以呂液分

lf目」の公表を束北アジア研究叢杏の形で世に紹介

できることとなった。 稀少な文献もとかく公開の機

会が少ない中で、資料の保存と評及を兼ねたこのた

びの企画が少しでも社会貢献になれぱと考えている。

（磯部彰）
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●研究支援者 庁i原美恵

本年4月1日より、東北アジア研究センターに加えて頂き

ました市原美恵と申します。当センターでは、 地球化学研究

分野の谷口宏充教授の下で、特定領域研究「火山燦発のダイ

ナミックス」という プロジェク トに携わることになっており

ます。専門は、火山物理学で、マグマの流れや燦発現象全般

に興味を持っております。この分野を専攻したのは、野外に

出て、体を動かす仕事がしたいからだったはずですが、どち

らかといえば、 室内で実験や計算をする方が本業になってし

まっています。

必ずしも東北地城ではありませんが、アジアの国々には以

●共同研究員 郡司泰寛

fl↑年 12月に東亜建設工業（株）より、渡邊之教授との共

同研究の研究貝として、ここ凍北アジア研究センターに来て

いる郡司と申します。当社は港i弯土木工事を得意とする会社

で、私は機祖部に所屈していました。これまでは主に「浚渫」

とりわけ「ポンプ浚渫船」を担当し、改造や保守、工事の計

画、施工と国内の港湾を転々としてきました。現在、浚渫の

多くは新たに港漉を造る為ではなく維持管理のためですが、

仕事鼠は減ってお り、現在ではボンプ浚渫を担当したことの

ある若手は非常に少なくな っています。それでも数年間は、

北海道での仕事があり、 北洵逍出身の私は地元最高！と思っ

●講師（研究機関研 究員） 凋 B亘FengXuan 

私は、 1973年の冬に貧しい知識人の家に生まれました。し

かし、両親の姿とその教授によって、私はむしろよい家庭教

育を受けることができたのです。

1992年、私は長春地質学院の応用地球物理学部に優秀な成

禎で入学しました。学部時代には勉学に専念したことで全学

年でトップを維持することができ、優等学生の称号をいただ

きました。そして私の卒業論文は、優秀卒業論文として称賛

を1i)/しました。さらに自分を砥めるために、 計鉗機シュミレ

ーションを屈Il専攻に選び、計掠機シュミレーション学部の卒

業証t','をいただきました。

●講師（研 究機関研究員） 渡滋［英；幸；

4月から東北アジア研究センタ ー研究員に着任いたし まし

た渡遥英幸です。去年までは東北大学国際文化研究科の大学

院生としてfi)f究生活を送ってお りました。専門は中国古代史

で、とくに東アジア地域の部夷秩序を研究しており ます。

部夷秩序とは、 「中部」すなわち中国地域の枠組みと、そ

の内・外を結ぶ諸関係を総体として呼ぶ言猿です。前近代の

東アジア地城には、中国の王朝国家が存在し、皇帝を頂点と

する官僚制度や、公用語としての漢字文化、そして広大な経

済圏によ って、多種多様な人々を統合するシステムを梢築し

ていました。さらに王朝［国家は、その境界外の地域との間で、

- --■寄附研究部門

（環境技術移転 (NKK)寄附研究部l"J】

●渡邊 之（ワタナベ、イタル）教授：現燒枝術（平成 13年 1月着任）

●甦叶（スエー） 助手：環境政策（平成 13年 4月着任）

■現在の客員研究者

本年7月～ 9月の東北アジア研究センターの客員研究者をご紹介しま

す。

〈客員教授〉

【国内から］

●和田春樹 （ワダ、ハルキ）教授：東京大学名登教授 ・ロシア国立人文

大学名誉博士、開発と社会変容の研究

●江夏由樹 （エナツ、ヨシキ）教授 ：一橋大学大学院経済学研究科教授、

束アジア・ 北 アジア交流論

前より典味をもっていまして、学生時代には、韓国、 トルコ、インドネシアなどを旅

行しました。アジア地域の民族料理（いわゆる、エス ニッ ク料理）がとても好きで、

旅行先で党えたものを我流で作ってみたりしていますが、なかなか実験の段階を超え

られません。当センターに所屈しているせっかくの機会に、もう少しアジア地域の歴

史や文化についても勉強したいと思ってお ります。

出身は徳島県ですが、大学入学以降のほとんどの時間を東京で過ごしました。仙台へ

は、平成13年4月に、東北大学流体科学研究所・衡撃波研究センターの研究貝としてや

って参りました。最籾の年は、春から秋への変化の目まぐるしさに競かされました。専

ら自転車通勤をしておりますが、毎日の季節変化がIllしに感じられ、楽しんでおります。

どうぞ、よろしくお願い致し ます。

ていましたが、 仙台もなかなか住みやすいと思っています。仕事を離れて趣味はと言

うと、広く浅く色々やっていますが、まずはオートパイ、学生時代には北海道内のツ

ーリングや九州一周など国内旅行の足として利用していましたが、近年はオフロ ード、

とりわけエンデューロと呼ばれる レースに年一回ですが北洵道で参戦しています。レ

ペルは索人なので完走が目標です。東北にもエンデュー ロレースが多くあるので、そ

のうち参加しようと企んでいます。スキューバダイビングは 2年前オース トラリアで

ライセンスを取得し始めましたが、潜水回数が少ない割にはジンベイザメやマンタ等

を見ることが出来て、かなりはまっています。東北アジア研究センターには来年の 3

月までの期間ですが、よろしくお駆いいたします。

1996年、私は優秀な総合成紐により長春科学技術大学の地球探測・梢報技術学院大学

院への巡学を勧められました。修士課程においては、勉学と科学研究に没頭しました。

1999年、私は吉林大学地球探il[ll.i't報技術学院大学院1専士課程に入学しました。在学

中に、地震信号処理と非線形波に関する共培論文7本を刊行し、 中国教育部より 2001

年中国高校科学技術進歩奨ー等奨を授与されました。

2003年に私は優れた大学である東北大学の東北アジア研究センターに研究機関研究

貝として参りました。5月には、第 108回物理探究学会 (SEGJ)に参加し、佐藤源之

研究室における地雷探査のためのアレイ・アン テナGPRに関する研究を紹介しまし

た。これは有意義なプロジェク トです。センク ーでの活動は、私の能力を高めるもの

と思っております。

様々な関係を取り結び、周辺の民族や国家をその秩序下に組み入れようとしていたと

考えられます。このような「中蔀」を中心とする秩序体系に対して、多くの研究が怒

栢されてきましたが、「中華J理念の歴史的な展開の過程は、まだ十分に解明されて

いません。

私の研究は、 「中華」を構成する様々な差異や、「中蔀」の外側に位協する他者に沼

目しながら、個別具体的な関係の検討を通じて｀各時代における華夷秩序のあ り方を

歴史的に追求してゆこうとするものです。現在は、とくに春秋戦国時代を中心に、秦

海時代の華夷秩序や「天下」領域の形成過程を追求しています。今後は東北アジア地

域に関わる問題として研究を深めてゆきたいと考えております。皆様、どう ぞよろし

くお頻いいたします。

● 田村正行（タムラ、マサユキ）教授：国立環境研究所上席研究官、ノ

アデータを利用し たシベ リアの環境解析

【海外から 】

●VANCHIKOVA, Tsymjit Purbuevna（ワン チコワ、ツイムジト・プル プ

エヴナ）教授：ロシア、ロシア科学 アカデミー・シベ リア支部モンゴ

ル学 ・チベッ ト学・ 仏教学研究所文献部門主任 、モンゴル仏典の文献

学的研究

●金旭（キン・ギョク ）教授：中国、吉林大学地球探索科学典技術学院

教授、長白山火山の地球物理学的研究

〈客貝研究員〉

●AMARSAIKHAN（アマルサイハン）研究員：モンゴル、モンゴル科学

アカデミー上級研究員、合成開ロレーダと 地中レ ーダの組み合わせに

よるモンゴル環境計測

● MO RR.IS, John Francis（モリス、ジ ョン・フランシス） 研究員：オー

ス トラ リア、宮城学院女子大学国際文化学科教授、近世東北史に関す

る研究

（岡 洋樹 ）
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• ・ 
徳 EEi昌 則 （大学評価学位授与機構教授•本会前理事長）

当懇話会の設立当初からの会員で、東北アジア研究

センターがシベ リアにもつ海外拠点（通称、日本館）

の設立と活動に深いゆかりをもつ小松京子さんが本年

4月21日に急逝されました。

小松京子さんは、平成4年1月12日に、ご夫君の故

小松不二雄氏が他界された際に、東北大学における東

北ア ジア地域に関する学術研究推進の支援を目的とし

て、一億円という多額のご寄付を、当時の西澤潤一総

長宛になさいました。これは、西澤先生が総長就任時

に、 21世紀の日本および世界にと ってのシベ リア研究

の重要性を主張され、毎年シベリアに研究者を派遣し、

具体的な実践を進めていることに、何らかの貢献をし

たいというご夫君の生前の思いと、ご夫婦での西澤先

生の著書への共鳴に碁づくものと伺っております。

ここで、故小松ご夫妻のご来歴を簡単にご紹介した

いと思います。

故小松氏は、明治43年のお生まれで、昭和 16年に

高文司法試験合格、 18年に任官、札幌高等検察庁の検

察官をもって、 31年退官されました。この間、東京地

検では、特捜部に配属、造船疑獄などの経済犯捜査で

辣腕検事として、名をはせたと 言われます。その後、

第二東京弁護士会に入会、最高裁司法研修所教官に在

任時期に、戦後犯罪史で、 一つの画期となった吉展ち

ゃん事件の国選弁護士となり、後に、同会副会長等も

務め、 56年秋、勲四等瑞宝章を授与されました。飾り

気無く、直戟にものを仰る反面、懐に入れば、細やか

に面倒を見られる、正義感あふれるお人柄でした。

京子夫人は、大正3年京都のお生まれ。不二雄氏と

の結婚後、その愛を一身に受けられ、書や歌をたしな

む、明る＜聡明なご婦人でした。ご夫君亡き後も、存

命時代のままのたたずまいの中で、お一人暮らしでし

たが、明るい知的雰囲気を失うことはなく、会話の

端々に、ご夫君への愛の深さがにじみ出るのを感じさ

せられました。学術研究への、あまり類例のない高額

のご貢献は、ご夫君の日頃のお考えをくみ取り、遺志

としての形に実現されたもので、京子夫人のご夫君へ

の深い愛によるものと思われます。

その深い愛が、 一方で、どうしようもない寂しさをも

たらしていたことを次のような逍作で知らされました。

●窓明か り路面に落らて温か し行き過ぐる人に幸頒

かつごと

● さみ しい ど兎は死ぬどいう話 木当と思ふまでの

寂Lさ

孤独とも、 一言で言え ない、いのちの哲学的深淵を

のぞき込む知性を惑じさせます。

懇話会の設立に際し、このような、いわば巷の知性

の関わりもあった事をお知らせして、これからの本会

の活動が、そのような知性を幅広く育ててゆくのにも

寄与されることを期待しつつ、ご冥福を祈ります。

本会も 5年目を迎え、会員の皆様とのコミ ュニケーション を担ってきた本誌も少しずつ変わってきて

おります。会員の数もさることながら、なによりもその関心の範囲の広がりや多様化を読み取ることが

出来ます。そうした状況に対応した新たな方向が本年度理事会では検討されました。 （成澤 勝）
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